
●地域経済活性化懇談会開催 （２）
●経営発達支援計画認定 （2）
●中小企業等経営強化法がスタート （3）
●経営革新事例（民宿旅館二宮荘、佐藤印刷㈱） （4）
●持続化補助金活用レポート⑥ （5）
●無料省エネ診断のお知らせ （5）
●七ヶ浜うみの駅「七のや」出展事業所募集 （6）
●ジョブ•カード制度のお知らせ （6）
●福祉共済「生命」保障 （7）
●協会けんぽからのお知らせ （7）
●青年部コーナー （8）
●女性部コーナー （8）

佐　　藤　　　　　　浩

株式会社髙橋プリント

一

3 0 9 　

毎年、蔵王連峰をバックに秋咲き品種「夏りん蔵」のひま
わり約70万本が美しく咲き誇る｢ひまわりまつり｣。のど
かな田園風景とのコラボレーションが見られるのも丸森
ならでは。
3ヘクタールの畑に咲くひまわりと蔵王連峰の眺めは、

みやぎ蔵王三十六景のひとつにも選定され、秋の気配を感
じながら過行く夏を満喫することができ、期間中はミニ直
売所もオープンします。

開催期間／平成28年9月16日（金）から9月23日（金）
開催時間／午前9時～午後4時（23日の最終日は正午まで）
会　　場／丸森町舘矢間舘山新坪沼
入 場 料／無料。（おひとり100円でひまわり摘み放題。 

ハサミは100円でお貸しします。）
交通(車)／白石ICより約45分、
　　　　　阿武隈急行線・丸森駅より約15分。
問合せ先／丸森町観光案内所　TEL 0224－72－6663

ひまわりが咲き誇るまち 丸森
第16回「たてやま ひまわりまつり」

（1）第309号 発行　平成28年9月1日



本
年
度
の
重
点
事
業
の
一
つ
で

あ
る
「
地
域
経
済
活
性
化
懇
談

会
」
を
七
月
二
十
七
日
に
仙
南
ブ

ロ
ッ
ク
、
同
二
十
八
日
に
中
央
、

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
、
八
月
四
日
に
栗

原
・
登
米
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
し
て
同

二
十
六
日
に
三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
各

商
工
会
よ
り
、
商
工
会
長
・
副
会

長
・
事
務
局
責
任
者
が
一
堂
に
会

し
開
催
し
た
。

国
は
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
る
と
と
も
に
、
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
創
生

を
目
指
し
、平
成
二
十
六
年
に「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

制
定
し
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
を
策
定
。
各
地
方
自
治
体
は

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、商
工
会
は
、

国
が
提
唱
す
る
地
方
創
生
・
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
主
体

的
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
が

実
施
す
る
地
域
経
済
活
性
化
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
目

的
で
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

懇
談
会
は
、
最
初
に
東
北
学
院

大
学
教
養
学
部
地
域
構
想

学
科
の
柳
井
雅
也
教
授
よ

り
「
地
方
創
生
・
一
億
総

活
躍
社
会
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
と
商
工
会
の
役

割
」
と
題
し
講
演
い
た
だ

き
、
商
工
会
は
企
業
と
企

業
、
企
業
と
地
域
を
つ
な

ぐ
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
全
国
の
活
性
化
事

例
を
交
え
な
が
ら
の
講
話

を
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
宮
城
県
震
災
復
興

政
策
課
の
担
当
職
員
よ
り
、

昨
年
度
に
県
が
策
定
し
た

「
宮
城
県
地
方
創
生
戦
略
」
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

い
た
後
、
柳
井
教
授
を
座
長

に
意
見
交
換
会
に
入
り
、
商

工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
地

方
創
生
関
連
事
業
に
つ
い
て

各
商
工
会
よ
り
説
明
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
方
創
生
を
見

据
え
た
地
域
経
済
活
性
化
事

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

講演する柳井教授

懇談会の模様

地
方
創
生
・
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

地
域
活
性
化
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
懇
談

～
地
域
経
済
活
性
化
懇
談
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
開
催
～

平成26年度に制定された改正小規模支援法に基づき、小規模
事業者の事業の持続的発展を支援するため、経営計画の策定や
その着実な実施、販路開拓の取組等に対し、事業者に寄り添っ
て支援するための商工会の経営発達支援計画を国が認定・公表
することになっております。

今回、 7 月15日公表の第 3 回認定（新規申請分）では、新た
に 4 商工会が認定され、これにより県内14商工会が認定を受け
ております。これ以外の商工会においても、本年度中の認定を
目指しております。

認定時期 商工会名
第 2 回（27年11月） 名取市、玉造、女川町
　〃　（27年12月） 本吉唐桑
第 3 回（28年 4 月） 多賀城・七ヶ浜、くろかわ、遠田

若柳金成、一迫花山、南三陸
　〃　（28年 7月） 丸森町、みやぎ仙台、みやぎ北上

東松島市
※認定を受けた商工会の経営発達支援計画は中小企業庁のHP

でご覧ください
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shokibo/ninteikeikaku.html

宮城県では、地方創生総合戦略に基づく取り組みの一環として、昨年 7月から東京と仙台に『みやぎ移住サポートセ
ンター』を設置し、首都圏をはじめとする県外在住者に対してＵＩＪターンの働きかけを行っています。
当センターには、今年の 3月までの約 8ヶ月間で、471名（一般336名･学生135名）のＵＩＪターン希望者の登録が
ありました。登録者の希望する職種、居住地はさまざまで、県内での幅広い求人情報を求めています。
当センターでは、専用サイト『みやぎ移住ガイド』で求人情報の掲載を行っており、また登録されている人材の紹介も
行っております。貴社の人材確保戦略・地方創生への貢献として、ぜひ当センターをご活用ください。

『みやぎ移住ガイド』ホームページはコチラ　＞＞　https://miyagi-ijuguide.jp/

商工会「経営発達支援計画」認定状況

新たに４商工会の計画が認定！

みやぎ移住サポートセンター（宮城県）からのお知らせ
人材をお探しの宮城県内企業様へ！無料求人情報掲載･人材紹介のご案内

みやぎ移住サポートセンター（仙台サポートセンター）  ９時～１７時（土日祝日，年末年始除く）
仙台市青葉区中央１－２－３　仙台マークワン１８階　 ＴＥＬ：０２２－２１６－５００１

お問い
合わせ

第309号（2）発行　平成28年9月1日



本
年
七
月
一
日
に
中
小
企
業
の

新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
）
が

施
行
さ
れ
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
等
が
取
り
組
む
生
産
性
向

上
に
対
す
る
取
組
の
認
定
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
国
際
競
争
の
激
化
、
人
手
不

足
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
足
下
で

は
生
産
性
が
低
迷
し
人
材
確
保
や

事
業
の
持
続
的
発
展
に
懸
念
が
存

在
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
が

労
働
の
供
給
制
約
等
を
克
服
し
、

海
外
展
開
等
も
含
め
、
将
来
の
成

長
を
果
た
す
べ
く
、
生
産
性
の
向

上
（
経
営
力
向
上
）
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
経
済
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
等
の
経
営
強
化
を
図
る

た
め
、
事
業
所
管
大
臣
が
事
業
分

野
ご
と
に
経
営
力
向
上
の
た
め
の

取
組
等
に
つ
い
て
示
す
指
針
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
取
組
を

支
援
す
る
た
め
の
措
置
等
を
講
じ

る
も
の
で
す
。

本
法
で
定
め
ら
れ
た
経
営
力
向

上
計
画
と
は
、
人
材
育
成
、
コ
ス

ト
管
理
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向

上
や
設
備
投

資
等
に
よ

り
、
事
業
者

の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る

た
め
の
計
画

で
あ
り
、
事

業
者
は
現
状

認
識
や
目

標
、
取
組
な

ど
を
計
画

し
、
申
請
し

ま
す
。

認
定
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
た
場

合
、
認
定
計

画
に
基
づ
き

取
得
し
た
一

定
の
機
械
及

び
装
置
の
固

定
資
産
税

が
三
年
間

1
/
2
に
な

る
と
と
も
に
、
様
々
な
金
融
支
援

（
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
信
用
保

証
の
枠
の
拡
大
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
債
務

保
証
な
ど
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.chusho.m

eti.
go.jp/keiei/kyoka/

人
材
育
成
・
設
備
投
資
な
ど
に
よ
る

生
産
性
向
上
を
国
が
集
中
支
援
し
ま
す
。

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」が
七
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
！

申請を
サポート

経営革新等支援機関
例
・商工会・商工会議所
・士業等の専門家
・地域金融機関　等

申請事業者
中小企業・小規模事業者

中堅企業

国
（事業分野別の主務大臣）

経営力向上計画

申請 認定

【支援措置】
▶生産性を高めるための機械措置を取
得した場合、3年間、固定資産税を
1／2に軽減
▶計画に基づく事業に必要な資金繰り
を支援（融資・信用保証等）
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印
刷
物
の
高
付
加
価
値
化
の
一

例
と
し
て
は
、
個
人
向
け
日
記
帳

や
児
童
連
絡
帳
な
ど
、
従
来
か
ら

有
し
て
い
る
個
別
印
刷
対
応
技
術

を
軸
に
製
本
化
や
ミ
シ
ン
目
加
工

を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
う
こ
と

や
、
印
刷
物
の
版
下
作
成
等
の
前

工
程
に
加
え
、
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷

等
の
活
用
に
よ
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
の
後
処
理
ま
で
対
応
す
る

等
、
幅
広
く
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
提
案
型
営
業
を
強
化
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

本
取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工

会
の
ほ
か
専
門
家
、
県
連
合
会
サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

の
御
支
援
に
よ
り
、
宮
城
県
経
営

革
新
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
試
作
・
検
討
を
深
め
、

本
格
的
な
事
業
化
に
向
け
て
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

し
た
「
健
康
・
癒
し
」
を
提
供
し
、

事
業
の
持
続
的
発
展
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

当
旅
館
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

湯
治
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
温

泉
民
宿
と
し
て
開
業
し
ま
し
た

が
、
近
年
の
湯
治
文
化
の
衰
退
や

観
光
客
の
減
少
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
等
に
よ
り
、
従
来
の
経
営

で
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

若
女
将
が
通
っ
て
い
た
ヨ
ガ
教
室

の
講
師
の
協
力
に
よ
り
当
館
内
で

ヨ
ガ
教
室
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
、
当
初
は
趣
味
の
範
囲
で
知
り

合
い
に
呼
び
か
け
な
が
ら
開
催
を

館内で行うヨガ教室の模様

持参した顧客の属性を手軽にデータベース化
できるバーコード付きDM

当
社
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
丸

森
町
に
て
創
業
し
て
以
来
、
今
日

ま
で
、
一
貫
し
て
「
印
刷
の
あ
ら

ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
様
々
な
印
刷
関

連
サ
ー
ビ
ス
に
も
対
応
す
る
こ
と

で
同
業
他
社
と
の
差
別
化
を
図

り
、
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
近
隣
企
業
や
官
公
庁
、
各
学
校

等
の
き
め
細
か
い
印
刷
要
求
や
印

刷
相
談
に
も
応
じ
る
と
と
も
に
、

経
営
革
新
計
画
認
定
事
業
所
①

～
ヨ
ガ
湯
治　

心
と
体
の
健
康
を
提
案
！
～

温
泉
と
自
然
の
相
乗
効
果
に
よ
る
売
上
拡
大

民
宿
旅
館 

二
宮
荘
（
玉
造
商
工
会
）

【企業概要】

事業所名：民宿旅館　二宮荘

所 在 地：大崎市鳴子温泉字馬場 136

連 絡 先：0229-83-3778

代 表 者：二宮　茂

Ｕ Ｒ Ｌ：http://ninomiyasou.com/

【企業概要】

事業所名：佐藤印刷　株式会社

所 在 地：伊具郡丸森町大内字石神 57

連 絡 先：0224-79-2482

代 表 者：代表取締役社長　佐藤　新造

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.p-satoh.co.jp/

し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
ピ
ー
ト

率
が
高
く
、
当
館
自
慢
の
美
肌
効

果
の
高
い
炭
酸
泉「
ラ
ム
ネ
の
湯
」

と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
事
業
と
し
て

成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

お
湯
に
体
を
預
け
る
こ
と
で
、

ヨ
ガ
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

効
果
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
感
じ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、「
ヨ
ガ
湯
治
」

と
名
付
け
、
平
成
二
十
六
年
度
の

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を

活
用
し
て
周
知
を
図
っ
た
結
果
、

お
客
様
が
順
調
に
増
え
て
き
ま
し

た
。更

に
、
こ
の
「
ヨ
ガ
湯
治
」
を

中
心
に
、
以
前
よ
り
好
評
で
あ
っ

た
自
家
栽
培
の
米
や
野
菜
を
使
用

し
た
若
女
将
の
創
作
料
理
と
、
お

客
様
か
ら
大
変
好
評
な
当
館
周
辺

の
自
然
を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
、
身
近
な
体
験
型
メ

ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
「
食
と

健
康
に
こ
だ
わ
る
宿
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
経
営
計
画
は
、
宮
城

県
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
お
客
様
の
声
を
大
切
に

し
、
食
事
・
温
泉
・
自
然
を
活
用

で
き
る
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
を
図
る
経
営
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

経
営
革
新
計
画
認
定
事
業
所
②

高
付
加
価
値
印
刷
物
の
開
発
と

印
刷
に
係
る
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

佐
藤
印
刷
株
式
会
社
（
丸
森
町
商
工
会
）

新
規
顧
客
開
拓
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。し

か
し
、
今
後
の
持
続
的
な
経

営
の
為
に
は
、
一
層
の
生
産
性
向

上
と
印
刷
付
帯
事
業
拡
大
が
喫
緊

の
課
題
と
考
え
、
新
た
な
設
備
を

導
入
、
手
作
業
を
自
動
化
し
て
生

産
の
効
率
化
を
図
り
、
生
じ
た
余

力
を
営
業
力
強
化
に
回
し
て
受
注

増
を
見
込
む
と
と
も
に
、
顧
客

ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
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電
力
だ
け
で
な
く
、
燃
料
や
熱

な
ど
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
」
に
つ

い
て
幅
広
く
診
断
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

専
門
家
が
現
地
診
断
を
行
っ
た

後
、省
エ
ネ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

診
断
報
告
書
に
基
づ
き
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
様
々
な
疑
問
、

要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

◆
取
り
組
む
き
っ
か
け

昭
和
四
十
六
年
に
現
東

松
島
市
宮
戸
地
区
に
定
員

三
十
名
の
民
宿
を
開
業
。

平
成
七
年
に
は
定
員
四
十

名
で
宿
泊
室
数
八
部
屋
の

民
宿
を
新
築
し
、
地
元
の

魚
介
類
等
、
新
鮮
で
豊
富

な
地
場
産
品
を
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
家

庭
的
な
民
宿
を
目
指
し
て

営
業
し
て
き
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
後
、
宮
戸
地
区
に
四
十

軒
以
上
あ
っ
た
宿
泊
施
設

は
、
九
軒
ま
で
に
激
減

し
、
当
館
に
お
い
て
も
宿

泊
客
の
低
迷
に
苦
慮
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ

て
は
い
る
が
、
市
場
に
は

出
回
っ
て
い
な
い
天
然
フ

グ
を
活
用
し
た
新
商
品
を

開
発
し
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
検
討

を
は
じ
め
た
。

◆
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

本
補
助
金
を
活
用
し
、

い
つ
で
も
刺
身
・
鍋
・
か

ら
揚
げ
に
利
用
可
能
と
す

海
の
家
を
営
業
し
、
フ
グ
の
唐
揚

げ
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
鳥
肉
と

遜
色
な
い
味
で
大
変
お
い
し
い
と

好
評
で
あ
り
、
新
商
品
の
開
発
へ

の
応
用
が
可
能
で
あ
る
。

◆
今
後
の
展
望

フ
グ
の
真
空
パ
ッ
ク
詰
め
に
関

し
て
は
、
本
市
に
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
た
東
松
島
地
域
活
性
化
施
設

「
Ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｐ
ｐ
ａ
」
で
販
売
予

定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
足
が
か
り

に
、
東
松
島
産
フ
グ
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
や
地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

る
た
め
フ
グ
を
真
空
パ
ッ
ク
で
長

期
保
存
す
る
試
作
を
行
っ
た
。

真
空
パ
ッ
ク
機
と
真
空
パ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
、
品
質
を
損

な
わ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
加
え
た

試
作
品
を
製
造
。
細
菌
検
査
の
結

果
か
ら
、
冷
凍
品
を
解
凍
後
、
冷

蔵
保
管
で
八
日
間
の
賞
味
期
限
が

可
能
と
の
確
認
が
出
来
た
こ
と
か

ら
、
当
館
で
継
続
的
に
フ
グ
の
提

供
が
可
能
と
な
り
、
お
客
様
に
も

喜
ば
れ
て
い
る
。

◆
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果

こ
れ
ま
で
未
活
用
だ
っ
た
地
元
産

フ
グ
を
活
用
し
た
新
た
な
名
物
料

理
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
新

規
顧
客
の
獲
得
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
七
月
に
本
格
再
開

し
た
地
元
の
月
浜
海
水
浴
場
に
て

【企業概要】
事業所名：民宿 かみの家

いえ

代 表 者：小野　勝見
所 在 地：〒 981-0412
　　　　　東松島市宮戸月浜 16-1
Ｔ Ｅ Ｌ：0225-88-4141
Ｆ Ａ Ｘ：0225-88-2175
営業時間：14：00（チェックイン）
　　　　　10：00（チェックアウト）
定 休 日：不定休

東松島産フグの真空パック

東
松
島
産
フ
グ
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
に
よ
る
販
路
開
拓

民
宿 

か
み
の
家
（
東
松
島
市
商
工
会
）

電
力
や
燃
料
・
熱
な
ど
中
小
企
業
等
の

「
総
合
的
な
省
エ
ネ
行
動
」
を
サ
ポ
ー
ト

無
料
省
エ
ネ
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

経営指導員の声
地域で活用されていなかっ

た資源を活かした取り組みで、
地域の新たな魅力を発信する
ことができました。

本補助事業での取り組みの
進捗状況を確認しながら、引
き続き支援していきます。

東松島市商工会　作間　里志

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑥

診断の流れ
●診断を希望される工場・ビル等の電力の使用状況と

ともに、お申し込みをいただきます。
●日程等を調整後、節電の専門家を派遣いたします。
●現地では、実際の設備や電力管理状況等を確認させ

ていただき、診断結果をレポートとしてご報告いた
します。

一般財団法人
省エネルギーセンター東北支部

〒 980-0811
仙台市青葉区一番町 3 丁目 7-1
TEL：022-221-1751
FAX：022-221-1752
又はお近くの商工会へ

無料省エネ診断のお問合せ先
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今
年
の
二
月
に
七
ヶ
浜
町
花
渕

浜
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
多
賀

城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
七
の
や
」
で
は
、
地

元
消
費
者
を
は
じ
め
多
く
の
観
光

客
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
連
日
大

い
に
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

「
七
の
や
」
の
「
宮
城
の
ウ
マ

イ
も
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
県
下

商
工
会
会
員
事
業
所
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
特
産
品
等
約
三
〇
〇
品

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
漁
協
直
売
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚

介
類
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る

是
非
、「
七
の
や
」
と
展
示
販

売
会
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」
に

出
展
い
た
だ
き
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
と
販
路
拡
大
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
。

〇
七
ヶ
浜
う
み
の
駅

松
島
湾
海
鮮
市
場
「
七
の
や
」

　

営
業
時
間　

十
時
〜
十
八
時

（
定
休
日　

水
曜
日
）

〇
「
七
ヶ
浜
横
丁

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」

　

開
催
期
間
（
秋
・
冬
期
）

　

九
月
十
七
日
㈯
〜
十
九
日
㈪

　

十
一
月
三
日
㈭
〜
六
日
㈰

　

一
月
四
日
㈬
〜
八
日
㈰

と
と
も
に
、「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」

で
は
、
地
元
海
産
物
を
活
用
し
た

海
鮮
丼
等
を
提
供
し
て
お
り
、
そ

れ
を
目
当
て
に
オ
ー
プ
ン
前
か
ら

行
列
が
で
き
る
な
ど
、
お
客
様
か

ら
は「
宮
城
の
逸
品
が
揃
っ
て
る
」

「
旬
の
お
食
事
が
出
来
る
」
と
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
小
規
模
事
業
者
の

販
路
拡
大
・
商
品
開
発
力
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
方
公

共
団
体
連
携
型
広
域
展
示
販
売
・

商
談
会
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

「
七
ヶ
浜
横
丁 

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
」
展
示
販
売
会
を
「
七
の
や
」

店
舗
前
の
広
場
で
開
催
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

販
売
会
で
は
、
出
展
事
業
者
に

自
ら
販
売
し
て
頂
き
、
直
接
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
お
客
様
の
人
気
投
票

に
よ
る「
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
決
定
し
、

テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る
お
店
と
商
品

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
出

展
事
業
者
に
対
し
て
は
、
販
売
会

開
催
前
後
に
、
専
門
家
に
よ
る
売

れ
る
商
品
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
等
も
行
う
計
画
で
す
。

七
ヶ
浜
う
み
の
駅 

松
島
湾
海
鮮
市
場
「
七
の
や
」

展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト「
七
ヶ
浜
横
丁
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ  

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」

只
今
、
出
展
事
業
所
募
集
中
！

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

7月開催の「七ヶ浜横丁HAMAYOKO」チラシ

連日賑わいを見せている「七のや」

七ヶ浜うみの駅 松島湾海鮮市場

七ヶ浜町花渕浜字舘下75-41
【電　話】022-253-6932
【ＦＡＸ】022-253-6933
【定休日】水曜日
http://www.shichinoya.com/

お問合せ先
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詳しくは、お近くの商工会までお問い合わせください。
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子
供
の
頃
か
ら
一
流
の
選
手
に

な
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
努
力

を
し
て
き
た
イ
チ
ロ
ー
や
本
田
、

ま
た
、
海
賊
王
に
な
る
と
い
う
目

標
に
向
け
て
冒
険
を
す
る
ワ
ン

ピ
ー
ス
と
い
う
漫
画
の
話
を
引
き

合
い
に
、
目
標
達
成
の
た
め
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
、
持
ち

方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

ま
た
、
講
師
は
参
加
し
た
青
年

部
員
に
要
所
要
所
で
考
え
方
を
聞

き
な
が
ら
解
説
し
、
人
に
よ
っ
て

様
々
な
視
点
が
あ
り
、
同
じ
考
え

で
話
を
し
て
い
る
と
い
う
思
い
込

み
を
無
く
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
、
部
下
や

従
業
員
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
と
述
べ

た
。続

い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
県

青
連
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
、
県

青
連
正
副
会
長
よ
り
説
明
が
な
さ

れ
、
今
年
度
本
県
が
主
管
と
な
っ

て
開
催
す
る
「
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修

会
」
に
お
け
る
地
県
青
年
部
に
対

す
る
お
も
て
な
し
の
内
容
や
、
新

た
に
実
施
す
る
「
支
援
物
資
備
蓄

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
業
種
別
青
年

部
員
交
流
懇
談
会
」
等
の
各
事
業

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

は
「
継
続
は
力
な
り
〜
地
域
の
人

づ
く
り
の
お
手
伝
い
〜
」
と
題

し
、
新
入
学
児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
一
つ
ひ
と
つ
編
み
上
げ

る
「
愛
の
鈴
」
を
贈
る
活
動
を
通

し
て
、
四
地
区
の
女
性
部
の
一
体

感
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
三

十
三
年
間
続
け
て
き
た
活
動
を
今

後
も
粘
り
強
く
、
部
員
一
同
力
を

合
わ
せ
て
続
け
て
い
き
た
い
と
力

強
く
語
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
惜
し
く
も
最
優

秀
賞
は
逃
し
、
福
島
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
進
出
は
な
ら

な
か
っ
た
。

次
い
で
、
㈱
資
生
堂
顧
問
関
根

近
子
氏
を
講
師
に
「
輝
い
て
生
き

る　

プ
ラ
ス
思
考
の
育
て
方
」
と

題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

山
形
県
の
郷
土
芸
能
の
披
露
が
行

わ
れ
る
な
ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
の
大
会
と
な
っ
た
。

二
日
目
の
全
体
研
修
会
で
は
、

山
形
県
商
工
会
女
性
部
の
代
表
者

よ
り
各
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て

事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
二
日
間
の

研
修
を
終
了
し
た
。

な
お
、第
十
六
回
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

○
優
秀
賞

山
形
県
代
表

庄
内
町
商
工
会
女
性
部

渡
部　

伊
君
子　

さ
ん

イ
チ
ロ
ー
、本
田
、そ
し
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
学
ぶ

目
標
達
成
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

︱
商
工
会
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
︱

去
る
七
月
十
二
日
ホ
テ
ル
白
萩

に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
青
年
部

正
副
部
長
六
十
三
名
参
加
の
も
と

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
ス

タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
斉
藤
圭
一
氏
よ
り
「
イ
チ

ロ
ー
、
本
田
、
そ
し
て
ワ
ン
ピ
ー

ス
に
学
ぶ
目
標
達
成
・
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
た
。

第
十
六
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
七
月
十
三
〜
十
四
日
、
山
形
市

「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
」

を
会
場
に
、
本
県
よ
り
三
十
五
名

を
含
む
東
北
・
北
海
道
の
各
地
か

ら
女
性
部
員
四
百
名
の
参
加
の
下

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
の
各
道

県
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
者
七

名
が
女
性
部
活
動
か
ら
得
た
も
の

に
つ
い
て
熱
弁
を
奮
っ
た
。

本
県
代
表
の
千
葉
キ
ミ
子
さ
ん

千
葉
キ
ミ
子
さ
ん（
栗
原
南
部
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱

熱心に聴講する青年部員

発表する千葉キミ子さん
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